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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成 29 年 11 月 6 日に公表した平成 30

年 3 月期の業績予想及び平成 29 年 5 月 15 日に公表した配当予想について、以下のとおり修正することといた

しましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１. 業績予想の修正について 

（1）平成 30 年 3 月期通期 連結業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

29,000 

百万円 

2,400 

百万円 

2,300 

百万円 

1,650 

円 銭 

199.13 

今回修正予想 (B) 30,000 2,900 2,900 2,200 265.50 

増減額 (B－A) 1,000 500 600 550  

増減率 (%) 3.4 20.8 26.1 33.3  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 3 月期) 
26,139 2,287 1,907 1,342 162.07 

（2）平成 30 年 3 月期通期 個別業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

16,000 

百万円 

1,500 

百万円 

1,200 

円 銭 

144.82 

今回修正予想 (B) 17,000 2,100 1,650 199.13 

増減額 (B－A) 1,000 600 450  

増減率 (%) 6.3 40.0 37.5  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 3 月期) 
15,245 1,673 1,416 170.95 

（3）修正の理由 

平成 30 年 3 月期通期の業績につきましては、原料価格上昇による減益影響が懸念されるものの、液晶ディ

スプレイ関連用途を中心に主力の粘着剤関連製品の販売が想定を上回って推移していることから、当第 3 四半

期累計期間の業績を踏まえ、平成 29 年 11 月 6 日に公表した連結及び個別業績予想を修正いたします。 

 

 

 



２. 配当予想の修正について 

（1）修正の内容 

 年間配当金 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

（平成 29 年 5 月 15 日） 
 

円 銭 

40.00 

円 銭 

40.00 

今回修正予想  

70.00 

(普通配当 50.00) 

(特別配当 10.00) 

(記念配当 10.00) 

70.00 

(普通配当 50.00) 

(特別配当 10.00) 

(記念配当 10.00) 

当期実績 
円 銭 

0.00 
－ － 

前期実績 

（平成 29 年 3 月期） 
0.00 

45.00 

(普通配当 40.00) 

(特別配当  5.00) 

45.00 

(普通配当 40.00) 

(特別配当  5.00) 

（2）配当予想修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要政策の一つと考え、事業拡大や技術革新に対応した設備・研究
開発投資による収益性の向上、財務体質の強化を図りながら、配当水準の向上と安定化に努めることを基本方
針としております。 

この方針に基づき、平成 30 年 3 月期の期末配当予想につきましては、今後の事業展開、設備投資等の資金需
要、内部留保の水準など総合的に勘案し、前回予想から 10 円増額し一株当たり 50 円（普通配当）に修正する
とともに、平成 30 年 3 月期の業績が期初の予想を大幅に上回る見通しであることを踏まえて特別配当 10 円を
加え、平成 30 年 9 月 2 日をもちまして創立 70 周年を迎えるにあたり、株主の皆様の日頃からのご支援に感謝
の意を表するため、記念配当 10 円を実施することとし、一株当たり 70 円に修正することといたします。 
なお、本件につきましては、平成 30 年 6 月に開催予定の定時株主総会に付議する予定であります。 

 
 
（注）当資料に記載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。 

 

  

以 上 


